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学級経営の視点からの授業づくり
「担任力jに着目してー
学習開発コース (12220909) 加藤裕樹
本研究では，学紙経営の視点からの授業づくりの在り方を追究することを目的とする。
先行研究の検討から，摩擦や葛藤の経験をしながら豊かな人間性が形成される学級集団の
育成の必要性やその方法について整理したO また， I担任力」に着目した授業実践とその分
析を行った結果，授業づくりと「担任力」の関連，今後の取り組むべきポイントと視哩が
明らかになった。
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及ひ噺究の背景
今日，急速に進む国際化，情報化等，子どもを
取り巻く環境は大きく変化している。国立教育政
策研究所生徒指導研究センター I~学級運営等の
在り方についての調査研究』報告書J (2005)で
は， I近年，小学校において学級運営や生徒指導
にかかわる問題や事件等が多く発生しており，こ
れまでそうした事象や新たな課題に対応して種々
報告書等がだされてきている」と述べられている。
さらに， I学級経営をめぐる問題の現状とその対
応J(2002)での事例の収集と分析をもとに，学級
がうまく機能しない状況をもたらす背景を「学級
担任の状況，判交の状況JI子どもの生活，人間関
係の変化JI家庭・地域社会の教育力の低下JI現
代社会の問題状況と教育課題」の4つにまとめて
いる。また，学級がうまく機能しない状況の直接
的な要因を， I子どもの集団生活や人間関係の未熟
さの問題JI特別な教育的配慮や支援を必要とする
子どもへの対応の問題JI学級担任の指導力不足の
問題jの3つにまとめている。
このような状況の中，山形県教育委員会は，授
業を核とした学級・学年・教科経営の一層の充実
を図るため，学級担任・教科担任に必要な力を「担
任力」とし，その育成を目指している。
(2)研究の目的
本研究は，今学校現場で求められている学級経
営の視点からの授業づくりの在り方を追究するこ
とが目的である。
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(3)研究の方法
研究の目的を達成するため，以下のことに取り
組んでし1く。
①学級経営の基本および意義の考察
② 「担任力Jについての分析
③①，②を踏まえた授業の実践と分析
2 先行研究の検討
(1)学級経営とその意義
金城 (1998)は，学級経営について「教育活動
を効果的に展開していけるように必要な条件割詰
を行うことで，学級を単なる集団からまとまりの
ある集団へ育てていくための，担任が行う意図
的・計画的配慮のすべてをさす。学習集団，生活
集団の場として豊かな人間性を形成していくこと
が学級経営の意義である。Jと述べている。
また， I学級経営をめぐる問題の現状とその対
応J(2002)では， I学級経営は，新しい生活集団・
学習集団として設けられた学級とし寸場において，
さまざまな葛藤や摩擦を経験しながらも，その学
級に固有の秩序を作り上げていく取り組みである
と言える。」と述べている。
これらを踏まえると，摩擦や葛藤を経験しなが
ら豊かな人間性が形成される学級集団を育ててい
くことが大切であり，それは学校生活の大部分を
占める授業の中でこそ可能であると考える。
(2) I担任力Jについて
山形県では，平成 22年度に第5次山形県教育
振興計画 1)の見直しが行われた。その中で，平成
22年度からの5年間の重点施策テーマを「変化す
る時代を主体的に生きぬく力をはぐくむ『いのち
の教育jJとし その中で， 1コミュニケーショ
ン」を大切にした学習活動を通じて心の通じ合う
関係性を築き，子ども同士が考え合い表現し合う
授業づくりを提唱した。
その後， IW担任力』の育成に向けてJ(2012) 
を発行し，その中で 15教振による教育を一層推
進するには，子ども同士が精一杯考え合い表現し
合う授業づくりを進めることが，今後とも重要で
す。(中略)そのためには，まず，授業を核とし
た学級・学年・教科経営の一層の充実が必要だと
考えています。」と述べている。
山形県教育委員会が推進する「担任力j とは，
IW学習指導力JlW生徒指導力JlW特別支援教育力』
の3つを統合して， 授業を核とした学級 ・学年・
教科経営を行っていく力j とされ，授業改善の項
目として以下が示されている。(表1)
表1.r担任力』での「授業を改善するj項目
各時間の課題やめあては， 子どもが学習の見
通しをもてるものになっていますか。
2 子ど、もの意識や能力に合った，やりがいや手
応えのある訊琶設定になっていますか。
3 子どもの思いや考え，表現(発言 ・ノー トな
ど)が，他の子の学習材となるような手立て
をとっていますか。
4 一人でじっくり取り組み，じっくり考える時
聞を保障していますか。
5 「わからなしリ 「教えてJと安心して言える
雰囲気ができていますか。
6 子ども同士が教え合う場がありますか。
3 実践と結果(明らかになったこと)
(1)対象児童と学級の状況
A市内X小学校で2012年 11月 15日に授業を
行った。対象児童は小学校2年生(33名)である。
この学級は，積極的に自分の気持ちを主張する
ことのできる子どもが多い。授業場面でも，発言
も多く学習に対する意欲も高い子どもが多い。そ
の反面，他者が発言している時に手遊びをしてい
るなど，他人の話を聞くことがなかなかできない
面もある。そのため，自分が発言しようとしてい
るとき以外は友達の話に耳を傾けない子どももい
る。一方，自分の考えに自信がもてず，発言でき
ない子どもも見られる。また，特別な配慮が必要
なため，学習支援員が日常的に関わっている子ど、
もが1名，場面誠黙の子どもが1名在籍する学級
である。
(2)授業過程の概要と「担任力Jとの関連
本単元「新しい計算を考えようJでは，かけ算・
かけ算九九に触れる中でその性質や意味を捉え，
「一位数×一位数」の計算を確実にできるように
するということを主なねらいとする。
本時は， 12の段のひみつをさがそうJという学
習活動を行う。かけ算九九の式やかけ算に関する
絵から，それらの共通するところや違うところ，
それぞれの意味などを考えることが中心である。
学習の流れは， 1個人追求j→ 14人グルー プ。の班
での交流」→「学級全体での交流Jである。授業
過程概要は表2の通りである。授業では， 個人追
求と交流を促すため，絵や式を用いて自由に記述
することのできる学習プリントを一人ひとりに配
付する。(写真1) 
7 つまずきのある子どもに適切で具体的な支 |
表2.授業過程概略要援を準備していますか。
8 学習の流れが見える板書と個人の思考が見
えるノートになっていますか。
9 子どもが，授業で学んだこと，進歩・成長が
実感できる場がありますか。
10 評価する規準がはっきりしていますか。
一年次の研究では， r担任力Jでの授業改善の
項目 10項目のうち，子どもの関わり合いに特に関
連すると考えられる項目 3，5， 6を中心lこ授業づ
くりを行うものとする。
学習活動 授業改善のポイント
(担任力)
l 2のだんのひみつをさがそう
①秘密をさがす
(1)個人追求 -一人で考える時間が確保
できているか
(2)班での交流 • 1教えてj と言える雰囲
気か
-教え合える場か
-子どもの表現が他者の学
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習材になっているか
(3)全体での交流|・「教えてJと言える雰囲
気か
・教え合える場か
・子どもの表現が他者の学
習材になっているか
②実際に秘密を用|・進歩・成長を実感するこ
いて計算をする |とができる場か
([振り返り
写真1. 実際の学習プリント
(3)授業の実際
①個人追求
個人で考え，プリントに書き込む活動では，ス
ムーズに書き込むことができている子どもと，そ
うではない子どもで大きく差が出た。書き込むこ
とができた子どもは，プリントを見ながら式や絵
に工夫しながら書き込みをし，自分の考えを確か
めたり整理したりしていた。そのため，書き込み
を終えた子どもはやることがなくなってしまって
いた。
プリントに書き込むことができていない子ど
もは，プリントを見ても何を書けばいいのかわか
らないといった状態で、あった。
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②班での交流
班での交流活動では， 4人グループを編成し，
交流させた。班で交流することができていたグル
プーとそうで、なかったグルー プ。があったOそれは，
交流できていなかったグループoでは， 4人での交
流が成り立っておらず， 2人が発表した後に自然
発生的にその2人だけで交流を始めてしまったか
らである。そのとき，プリントに書き込むことの
できていない子どもなど，一部の子どもは交流に
参加していなかった。その後，全体に「今日わか
ったことをプリントに書き込もうj と声がけした
が， 100さんの発表がわかりやすかったJ100 
くんの考えがすごいと思った」と書く子どもがほ
とんどだ、った。
③全体での交流
学級全体での交流場面では，発表者の意見に対
し， うなずいたり，その意見につなげて発表した
りする子どもがいた。「わからない人のために今の
説明を自分の言葉で発表してくれる人いますか」
と教師が発問すると，多く手が挙がるなどの場面
もあった。その一方で、，発表していない子どもが
発表者のほうを向かず手遊びをしていたり，隣の
子どもとしゃべっていたりすることがあった。そ
して，発表者が発表を終えないうちから挙手しよ
うとしてしまうという子どもがし1た。
ここまでの活動で授業終了の時間になり，実際
にかけ算を用いて計算する時間をとることはでき
なかったO
4 考察
(1)授業実践の結果から考えられること
①個人追求の時間の質的な保障の必要性
個人追求の時間では，時開設定に配慮するだけ
でなく，子ども一人ひとりがじっくり考えること
が必要である。
この課題の解決のために，学習プリントの吟味
が必要である。本実践では，学習プリントは子ど
もにとって考えるための材料として不十分で、あっ
た。その理由は，プリントに載っている情報が何
を意味しているのかわからなかったから，またそ
の情報を整理することが出来なかったからで、ある。
子どもが考える上で手助けになるよう，学習プリ
ントを構造化する必要がある。また，学習プリン
トを構造化することは，子どもが交流に参加する
ための考えや疑問を明確化することにもつながる。
学習プリントを有効に活用することができれ
ば，子どもにとって個人追求が一層考えの深まる
時間となり，質的な保障につながると考える。
②班での交流の吟味
班での交流活動の時間，交流に参加していなか
った子ともがいたことから，交流の形態を吟味す
る必要がある。ベア学習など子どもの実態に合わ
せた交流の形態にすることによって， 子ども一人
ひとりが摩擦や葛藤を伽惑する場を構成すること
ができると考えられる。
また，学習プリントを用いながらの発表の仕方
についてのモデルを示すことも大切である。それ
は，交流の際に学習プリ ントを用いることで，視
覚から子どもの理解を促すことにつながるからで、
ある。また，子ども一人ひとりの表現方法の違い
を視覚的に実感し，他者と交流することの必要感
をもつことができると考えられる。
③全体での交流の吟味
全体での交流では，r誰のためにjr何のために」
発表しているのか不明瞭になりがちなため，交流
の必要感をもたせることが大切である。その手立
てのーっとして， rわからない人のために今の説明
を自分の言葉で発表してくれる人いますかJとし¥
う発聞は3 有効であったと考えられる。
また， 子どもの思考や発言を視覚化する必要が
あると考える。それは，子どもが言語化すること
だけではなく，それを視覚化したものを見ること
で，子どもがじっくりと考えることができるよう
になるからである。本時に当てはめると，板書を
構造化し， 発表したいくつかの考えを教師や子ど
も自身が視覚化することである。そうすることに
よって，学習の成果を実感するとともに，個々の
考えの違いと 自分の考えを比較することを通して，
摩擦や葛藤を体感することができると考えられる。
(2) r担任力」の視点からの考察
「担任力」の視点からの授業づくりと分析から，
個人追求の時間では，授業改善の項目 2，4との関
連， 班交流の時間では， 項目3，5，6，8との関連，
全体交流の時間では，項目 3，5， 6， 8， 9との関
連が深いと考えられる。
それらを踏まえると，摩擦や葛藤を経験するこ
とのできる授業の手立てとして「個人追求の時間
の質的な保障j，r交流形態の吟味j，r学習プリン
トや黒板の有効活用j，r交流での必要感をもたせ
るための手立てjの4つが今後重点的に取り組む
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べきポイントである。
5 到達点と課題
(1)到達点
先行研究の検討を通して， 学級経営では，摩擦
や葛藤を経験しながら豊かな人間性が形成される
学級集団を育てていくことの必要性が明らかにな
った。また，算数科実樹受業の分析を通して，学
習活動と「担任力」 の授業改善の項目の関連性や
今後取り組むべきポイントが明確になった。今後
取り組むべきポイントは，以下である。
① 個人追求の時間の質的な保障
②交流形態の吟味
③学習プリン トや黒板の有効活用
④交流での必要感をもたせるための手立て
(2)課題
「担任力」に着目した授業実践を積み重ね，実
践結果を丁寧に分析することを通して，学級経営
の視点からの授業づくりの在り方を追究してし、く。
注
1)山形県教育懇話会の答申を踏まえ，山形県教育
が目指す姿と，その実現のために必要な施策を明
らかにした教育計画
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